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　また、基本ユニットには�点用もし
くは16点用の接点入力ユニット、ま
たは�点用もしくは16点用の接点出
力ユニットを増設することが可能で
す。したがって、用途に適した入出力
信号の組み合わせが可能です。

2．特　長

　（1）小　形
　基本ユニット：

は じ め に

　エム・システム技研で
は、リ モ ートI ／ O R7シ
リーズとして、これまで
に「CC -L i n k 用（ 形 式：
R7C）」、「Modbus用（形式：
R7M）」、「DeviceNet用（形
式：R7D）」、「LONWORKS

用（形式：R7L）」および
「MECHATROLINK-Ⅰ

／Ⅱ用（形式：R7ML）」を開
発し、ご提供して参りました

（図1）。
　いずれの商品について
も、お客様からは、「高性能
で良かったよ」、「省スペース
で助かったよ」、「設定が簡
単ですぐに使えたよ」といっ
たお褒めの言葉をいただ
き、誠にありがたく思っています。
　しかしながら、他方「このR7シ
リーズで、産業用Ethernetに対応
した商品を作ってほしい」というご
意見も数多くいただいていました。
　そこでこのご要望にお応えし、こ
のたび、R7シリーズにModbus ／
TCP（Ethernet）用少点数入出力
ユニット（形式：R7E）を追加したの
で、ここにその特長と仕様の概要をご

紹介します。

1．概　要

　R7シリーズは、供給電源、通信お
よび入出力が一体になった小形のリ
モートI ／Oユニットです。R7Eは、
Modbus／TCPプロトコルを用いる
ことによって、工場内に点在する入出
力信号をEtherne t経由で効率よく
PLCなどに取り込むことができます。
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図1　リモートI／O　R7シリーズの外観
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図2　Modbus／TCP（Ethernet）用 R7Eの外形寸法図
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　W115×H50×D54mm（図2）
　増設ユニット（16点）：
　W�4×H50×D54mm（図2）
　増設ユニット（8点）：
　W65×H50×D54mm（図2）
　（2）接点入出力の増設が可能
　基本ユニットに対して、増設用接
点入力ユニットまたは増設用接点出
力ユニットを接続することができま
す。このような構成によって、熱電
対入力とともに接点入力を備えたユ
ニットにしたり、接点入力とともに接
点出力を備えたユニットにするなど
様々な構成が容易に実現できます。
　また増設用ユニットとしては、入出
力点数が16点タイプと�点タイプの
2種類を準備しています。
　（3）2ピース端子台
　基本ユニットの供給電源用端子台
と入出力端子台は分離可能な2ピー
ス構造をとっていて、メンテナンス性
に優れています。
　（4）設定が容易
　パネル前面のディップスイッチを
ON／OFFするだけで、入力レンジ、
出力レンジ、また接続するセンサの形
式を設定することが可能です。
　また、IPアドレスやサブネット
マスクは、「コンフィギュレータ接
続ケーブル（形式：MCN-CONま
たは形式：COP-US）」と「コンフィ
ギュレータソフトウェア（形式：
R7CON）」注）を用いることにより、パ

ソコンを使って設定します。
　Etherne tの設定に関する専用の
画面を用意しているため、設定は容
易に行えます。
　（5）複雑な用途にも対応
　● 4点の熱電対入力に対し異なる4
種類の熱電対を用いる
　● 4点の電圧入力に対し異なる4種
類の入力レンジを設定する
　このような複雑なご要求にもコン
フィギュレータ接続ケーブルとコン
フィギュレータソフトウェアを用いる
ことによって、パソコンを使って対応
できます。
　（6）豊富な入力レンジ
　直流電圧／電流入力ユニット（形

式：R7E-SV4）では、直流電圧7種類、
直流電流3種類の入力レンジを準備
しています。ディップスイッチを設
定するだけでレンジを変更できるた
め、多くの機種を準備しておく必要は
ありません。

3．製品のラインアップ

　表1にR7Eの種類を示します。

4．パネル図

　図3にR7Eのパネル図を示します。

お わ り に

　エム・システム技研では、今回ご
紹介したR7Eのほかにも、日々、新商

品の開発に取り組んでいます。新
商品・新機能などについてのご意
見・ご要望を、お気軽にお寄せくだ
さい。
　これからもエム・システム技研
をよろしくお願いします。 ■

注）コンフィギュレータソフトウェア（形
式：R7CON）はエム・システム技
研のホームページ（h t tp ://www.
m-system.co.jp）からダウンロード
いただけます。
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　 形    式 点数  概    要  機    能

R7E-SV4
 

4 直流電圧／電流入力
 DC－10～＋10V、DC－5～＋5V、

   DC－1～＋1V、
   DC4～20mAなど

R7E-TS4 4 熱電対入力 熱電対
   K、E、J、T、B、R、S、C、N、U、L、P など

R7E-RS4 4 測温抵抗体入力 測温抵抗体
   Pt100、JPt100、Pt50、Ni100 など
R7E-MS4 4 ポテンショメータ入力 全抵抗値100Ω～20kΩ（開発中）
R7E-CT4E 4 クランプ式センサ入力 クランプ式交流電流センサCLSE用（開発中） 
R7E-DA16 16 接点入力 NPN、PNP共用
R7E-DC16A 16 トランジスタ出力 NPN出力
R7E-DC16B 16 トランジスタ出力 PNP出力

R7E-YV2 2 直流電圧出力 DC－10～＋10V、DC－5～＋5V、
   DC－1～＋1V、DC－0.5～＋0.5Vなど
R7E-YS2 2 直流電流出力 DC4～20mA
R7E-EA16 16 増設用接点入力 NPN、PNP共用
R7E-EA8 8 増設用接点入力 NPN、PNP共用
R7E-EC16A 16 増設用トランジスタ出力 NPN出力
R7E-EC8A 8 増設用トランジスタ出力 NPN出力
R7E-EC16B 16 増設用トランジスタ出力 PNP出力
R7E-EC8B 8 増設用トランジスタ出力 PNP出力

表1　Modbus／TCP（Ethernet）用 R7Eの種類
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動作モード設定用ディップスイッチ（SW1） コンフィギュレータ設定用コネクタ

接点入出力状態表示LED※1状態表示LED

入出力用端子台※2

※1、アナログ入出力ユニットには実装されていません。
※2、アナログ出力ユニットの場合、10ピンの端子台となります。　

供給電源用端子台

LINK COL

RUN LINK100

PWR

4 5 6 7

1 2 3

状態表示
  LED  表示色            動 作

PWR  緑色 内部5V正常時点灯
RUN  緑色 正常通信時点灯
LINK  緑色 LINK 時点灯
LINK 100 緑色 データ送受信時点灯
COL  緑色 コリジョン時点滅

■ 前面図

図3　Modbus／TCP（Ethernet）用 R7Eの前面パネル図



Hotline Diary

ホットラインフリーダイヤル

0120-18-6321

Hotline Diary

ホットラインフリーダイヤル

0120-18-6321

1010 MS TODAY　2009 年 2 月号

　車のハンドル試験装置にイ
ンクリメンタル形ロータリエン
コーダを取り付け、出力される
A相およびB相パルスをアナ

ログ信号に変換して、記録計に取り込みたいと考えてい
ます。エンコーダからの2相パルスのカウント数をアナ
ログ信号に変換する変換器はありませんか。

　ロータリエンコーダ位置変
換器（形式：JRQ2）があります。
正転（A相）時と逆転（B相）時
それぞれにパルスの最大カウ

ント数を決め、カウント数に対応したアナログ信号を出
力します（図2）。なお、出力アナログ値に対して警報値
を1点設定できるため、リミット警報信号を出すことも可
能です。	 【松島】

　今回、電力盤の改造工事を
行います。従来、三相3線の電
力、電流、電圧を表示するため
トランスデューサ、指示計など

を設置していますが、この際、盤の小形化を実現したい
と考えています。何かよい対処方法はありませんか。ま
た将来、記録計に瞬時電力と電力量を取り込むために、
アナログ信号出力と積算パルス出力も用意しておきた
いと考えています。

　電力マルチメータ（形式：
54U）の採用をご提案します。
54Uには、CTとVTを各1回
路入力することによって、1台

で電圧、電流、瞬時電力、電力量などの表示ができるた
め、省スペース化が実現します。また出力については、
Ao（アナログ信号出力）とDo（オープンコレクタデジ
タル信号出力）の選択が可能です。	 【井上】

電力盤 電力盤

■ 外部インタフェース
 ・Modbus、Do×1点、Di×1点
 ・4～20mA×4点、Do×1点、Di×1点
 ・1～5V×4点、Do×1点、Di×1点
 ・Modbus、Do×2点
 ・4～20mA×4点、Do×2点
 ・1～5V×4点、Do×2点

電力マルチメータ
（形式：54U）

54U

電力
トランス
デューサ 指示計

指示計

指示計
CT変換器

PT変換器

省配線
省スペース化

電圧、
電力、
瞬時電力、
電力量など

図 1

Q人1
Q人3

車のハンドル

ゼロカウント

逆転
（負カウント）

正転
（正カウント）

逆転
30

正転
100

4mA

20mA

出
力
信
号

逆転
100

正転
100

－10V

＋10V

出
力
信
号

出力信号 0

正転

開放

逆転

逆転 停止正転

A 相入力

B 相入力

リセット入力

停止

短絡

500ms以上

カウント カウント

＋

ー

例

■ 入力と出力の関係

図 2



Hotline Diary

ホットラインフリーダイヤル

0120-18-6321

Hotline Diary

ホットラインフリーダイヤル

0120-18-6321

1111Vol. 18　No.2

　製造ラインでの生産個数を
接点信号としてカウントアップ
し、記録計に取り込み、一定量
（1000カウント）に達するとリ

セットし、次の生産が始まったら再度1からカウントをス
タートさせたいと考えています。これらの機能を1台で
対応できる製品はありませんか。

　チャートレス記録計（形式：
73VR3100）の採用をご提
案します。73VR3100に積
算パルス入力カード（形式：

R3-PA16）注）を実装して接点信号を取り込めば、カウント
数を積算することが可能です。カウント数が設定値に達
するとリセットされ、その後は1からカウントします。【林】

注）R3-PA16は、コンフィギュレータソフトウェア（形式：
R3CON）を使って最大積算パルス数を1〜65535の間で設
定可能です。R3CONはエム・システム技研のホームページ
（http://www.m-system.co.jp）からダウンロードいただけ
ます。PCとの接続には、専用のコンフィギュレータ接続ケー
ブル（MCN-CONまたはCOP-US）が必要です。

　工場内に点在している流量
計や電力量計などのユーティ
リティ設備のデータ（パルス信
号）を一箇所に集合させ、三菱

電機製PLCに取り込むことを検討しています。すでに

各測定地点までシールド付きより対線が敷設されてい
るため、これを利用して信号伝送したいのですが、ケー
ブル長が長いものでは3kmほどあります。中継装置を
使うことなく、信号を直接PLCに取り込めるテレメータ
製品はありませんか。

　テレメータD3シリーズを
ご提案します。D3シリーズ
のツイストペア用10km対応
通信カード（形式：D3-LT5）

をご使用になれば、より対線を使って最長10km
（50bps）まで伝送することができます（ただし、伝送距
離によって通信速度は変わります）。また、親局側に
CC-Link用通信カード（形式：D3-NC1）を実装するこ
とによって、子局のデータをCC-Link経由にて直接、三
菱電機製PLCに取り込めるようになります。	 【赤川】

Q人2

Q人4

林

近接センサ

カウント入力

・積算パルス
　入力カード
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1～1000カウント
1000カウントを超えると
リセットされ、1からのカウント

図 3
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 【通信速度】 【伝送距離】
 50bps時 10km以下
 300bps時 8km以下
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 4800bps時 4km以下
 9600bps時 3km以下
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